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211人の門出を祝福
－2018年 大淀町成人式－

　成人の日の１月８日（月）に、成人式が町文化会館で行われました。このたび本町で成人を迎えた人は、
平成９年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた男性10�人、女性106人のあわせて211人です。
そのうち1�6人の新成人がこの式典に参加しました。
　当日は、晴れ着やスーツ姿の新成人が友人同士で談笑したり記念写真を撮ったりして、会場は華やい
だ雰囲気に包まれていました。

（左　上）式典の様子　　　　（右　上）交流会の様子
（左　下）式典を待つ新成人のみなさん
（中央下）�新成人を代表して、赤井�理子さんが宣誓！
（右　下）よどりちゃんが抽選会の商品を手渡し☆
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町
で
は
、
統
計
調
査
員
の
新
規
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
統
計
調

査
員
を
任
命
・
推
薦
す
る
必
要
が
生
じ
た

と
き
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
る
人

の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
た
人
数
を
選
び
、

統
計
調
査
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
た
め
で
す
。

■
統
計
調
査
員
と
は

　
統
計
調
査
に
は
、
み
な
さ
ん
が
よ
く

ご
存
じ
の
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
企
業

や
事
業
所
に
つ
い
て
調
査
す
る
経
済
セ

ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
や
工
業
統
計
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
と
は
、
こ
れ
ら
の
各
種

統
計
調
査
の
資
料
作
成
に
お
い
て
、
最

も
基
本
と
な
る
調
査
の
説
明
や
調
査
票

の
配
布
・
回
収
を
行
う
人
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

■
統
計
調
査
員
の
主
な
仕
事

①�

統
計
調
査
員
打
ち
合
わ
せ
会（
説
明

会
）へ
の
出
席

②
統
計
調
査
担
当
地
区
の
確
認

③�

統
計
調
査
対
象
者
へ
の
調
査
票
の
配

布
と
記
入
依
頼

④
調
査
票
の
回
収
・
検
査
・
整
理

⑤
調
査
票
・
資
料
の
提
出

⑥�

そ
の
他
、
統
計
調
査
の
実
施
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
事
務

■
報
　
　
酬

　
調
査
の
内
容
や
受
け
持
っ
て
い
る
件

数
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
お
お
む

ね
２
万
円
か
ら
５
万
円
ま
で
で
す
。

■
統
計
調
査
員
の
身
分

　
統
計
調
査
員
の
身
分
は
、
各
調
査
の

調
査
期
間
中
に
限
り
任
命
さ
れ
る
、
非

常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活

動
中
に
災
害
に
あ
っ
た
場
合
は
公
務
災

害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※�

　
健
康
保
険
・
年
金
・
雇
用
保
険
の
各

制
度
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
登
録
の
有
効
期
限

　
登
録
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

※�

　
登
録
調
査
員
と
な
っ
て
も
、
必
ず

し
も
調
査
員
に
任
命
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　
統
計
調
査
員
登
録
者
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真（
脱
帽
・
上
半
身
の
み
、

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）を
貼
り
付
け
て
、
町

役
場
企
画
政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。
登
録
の
可
否
は
本
人
に

後
日
通
知
し
ま
す
。

※�

　
申
請
書
は
町
役
場
企
画
政
策
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
20
歳
以
上
70
歳
以
下
の
人

②�

責
任
感
を
も
っ
て
調
査
の
事
務
を
遂

行
で
き
る
人

③
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

④�
警
察
・
選
挙
・
徴
税
事
務
な
ど
に
関

わ
っ
て
い
な
い
人

⑤
本
町
の
地
理
に
詳
し
い
人

⑥�

暴
力
団
員
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力

に
該
当
し
な
い
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
役
場
　
企
画
政
策
課

　（
内
線
２
２
２
）

統
計
調
査
員
　
新
規
登
録
者
募
集

　
平
成
30
年
度
・
平
成
31
年
度「
建
設
工
事
」、「
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」お
よ
び「
物
品
・
役
務
等
」に
か
か
る

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
大
淀
町（
町
上
下
水
道
部
・
町
教
育
委
員
会
を
含
む
）が
発

注
す
る
業
務
等
の
競
争
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者

は
、
期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
等

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町

役
場
入
札
契
約
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
項
目
　
◦
建
設
工
事
　
　
　
◦
物
品
・
役
務
等

　
　
　
　
　
　
◦
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

■
受
付
期
間
　
２
月
28
日（
水
）ま
で

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※�

　
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
提
出
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送

※�

　
郵
送
の
場
合
は
必
ず
書
留
郵
便（
受
領
確
認
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
可
）と
し
、
封
筒
に「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
在
中（
建
設
工
事
）（
測
量
・
コ
ン
サ
ル
等
）

（
物
品
等
）」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
返
信
用

封
筒（
82
円
切
手
を
貼
付
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
２

月
28
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

■
登
録
有
効
期
限
　
町
内
業
者
・
町
外
業
者
と
も
２
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
30
年
度
・
平
成
31
年
度
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
役
場
　
総
務
課
　
入
札
契
約
室（
内
線
２
２
６
）

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１

　
　
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
指
名
願
い
）を
受
付
中
で
す
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○
学
校
・
幼
稚
園
講
師
、
特
別
支
援
員（
登
録
）

　
講
師
等
の
登
録
を
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
勤
務
先
　
町
立
小
学
校
・
町
立
中
学
校
・
町
立
幼
稚
園

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

■
待
　
　
遇
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
資
　
　
格
　
学
校
・
幼
稚
園
講
師
の
場
合
、
教
員
免
許
状
を
有
す
る
人

■
採
用
方
法
　
登
録
を
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
臨
時
的
に
採
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
も
必
ず
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
学
校
給
食
調
理
員

　
学
校
給
食
調
理
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
先
　
町
立
小
学
校
・
町
立
中
学
校

■
給
　
　
与
　
月
額
　
12
万
６
０
０
円
　
※
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

　
　
　
　
　
　
※
　
そ
の
他
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
パ
ー
ト
可
。

○
共
　
通

■
応
募
方
法

　
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書（
写
真
添
付
）を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
日
等
を
連
絡
し
ま
す
。

※�

　
学
校
・
幼
稚
園
講
師
の
場
合
は
教
員
免
許
状
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
　
学
務
課
　
☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１
　
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

学
校
・
幼
稚
園
　
職
員
募
集

○
町
立
保
育
所 

臨
時
保
育
士（
平
成
�0
年
度
）

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
な
が
ら
、
お
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
人
数
　
７
人
程
度

■
勤
務
先
　
町
立
第
一
保
育
所
ま
た
は
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
　
※
　
早
出
・
遅
出
あ
り
、
週
休
２
日

■
給
　
　
与
　
月
額
　
17
万
４
０
０
０
円
　
※
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
資
　
　
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法
　�

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書（
写
真
添
付
）・
保
育
士
資
格
の
写
し
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後
ほ
ど
、
面
接
日
等
を
連
絡
し
ま
す
。

○
町
立
保
育
所 

給
食
調
理
員（
登
録
）

　
町
立
保
育
所
で
働
く
調
理
員
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
理
由
　
年
休
・
病
休
等
の
代
替

■
勤
務
先
　
町
立
第
一
保
育
所
ま
た
は
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
給
　
　
与
　
日
額
　
６
１
５
０
円（
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
日
額
　
６
３
３
０
円
）

　
　
　
　
　
　
※
　
交
通
費
支
給
な
し

■
資
　
　
格
　�

調
理
師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
各
種
事
業
所
等
で
調
理
業
務
経
験
の
あ
る

人
。
免
許
の
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
保
育
所
給
食
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
体

力
に
自
信
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
　�

電
話
連
絡
の
う
え
、
面
接
日
時
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
時
に
履
歴
書（
写

真
添
付
）・
調
理
師
免
許
の
写
し（
免
許
の
あ
る
人
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先（
共
通
）

　
町
役
場
　
福
祉
課（
内
線
１
１
７
）

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１
　
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

町
立
保
育
所
　
職
員
募
集

�



○
学
校
・
幼
稚
園
講
師
、
特
別
支
援
員（
登
録
）

　
講
師
等
の
登
録
を
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
勤
務
先
　
町
立
小
学
校
・
町
立
中
学
校
・
町
立
幼
稚
園

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

■
待
　
　
遇
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
資
　
　
格
　
学
校
・
幼
稚
園
講
師
の
場
合
、
教
員
免
許
状
を
有
す
る
人

■
採
用
方
法
　
登
録
を
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
臨
時
的
に
採
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
も
必
ず
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
学
校
給
食
調
理
員

　
学
校
給
食
調
理
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
先
　
町
立
小
学
校
・
町
立
中
学
校

■
給
　
　
与
　
月
額
　
12
万
６
０
０
円
　
※
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

　
　
　
　
　
　
※
　
そ
の
他
勤
務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
パ
ー
ト
可
。

○
共
　
通

■
応
募
方
法

　
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書（
写
真
添
付
）を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
日
等
を
連
絡
し
ま
す
。

※�

　
学
校
・
幼
稚
園
講
師
の
場
合
は
教
員
免
許
状
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
　
学
務
課
　
☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１
　
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

学
校
・
幼
稚
園
　
職
員
募
集

○
町
立
保
育
所 

臨
時
保
育
士（
平
成
�0
年
度
）

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
な
が
ら
、
お
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
人
数
　
７
人
程
度

■
勤
務
先
　
町
立
第
一
保
育
所
ま
た
は
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
　
※
　
早
出
・
遅
出
あ
り
、
週
休
２
日

■
給
　
　
与
　
月
額
　
17
万
４
０
０
０
円
　
※
　
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
等
あ
り

■
資
　
　
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法
　�

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書（
写
真
添
付
）・
保
育
士
資
格
の
写
し
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
後
ほ
ど
、
面
接
日
等
を
連
絡
し
ま
す
。

○
町
立
保
育
所 

給
食
調
理
員（
登
録
）

　
町
立
保
育
所
で
働
く
調
理
員
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
理
由
　
年
休
・
病
休
等
の
代
替

■
勤
務
先
　
町
立
第
一
保
育
所
ま
た
は
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
※
　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
給
　
　
与
　
日
額
　
６
１
５
０
円（
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
日
額
　
６
３
３
０
円
）

　
　
　
　
　
　
※
　
交
通
費
支
給
な
し

■
資
　
　
格
　�

調
理
師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
各
種
事
業
所
等
で
調
理
業
務
経
験
の
あ
る

人
。
免
許
の
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
保
育
所
給
食
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
体

力
に
自
信
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
　�

電
話
連
絡
の
う
え
、
面
接
日
時
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
時
に
履
歴
書（
写

真
添
付
）・
調
理
師
免
許
の
写
し（
免
許
の
あ
る
人
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先（
共
通
）

　
町
役
場
　
福
祉
課（
内
線
１
１
７
）

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１
　
吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０
番
地

町
立
保
育
所
　
職
員
募
集

�



に
関
す
る

に
関
す
る

税

お
知
ら
せ

税

お
知
ら
せ

　
一
人
ひ
と
り
の
納
税
が
住
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
納
め

忘
れ
が
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
失
業
や
病
気
な
ど
で
収
入
が
減
っ
た
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
町
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
町
役
場
税
務
課（
徴
収
対
策
室
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付
の
た
び
に
金
融
機
関

な
ど
へ
出
向
い
て
い
た
だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
う
っ
か

り
納
付
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
印
と
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
各
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
日
に
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　
平
成
29
年
度
以
降
の
町
県
民
税
申
告
書
お
よ
び
平
成
28
年
度

以
降
の
確
定
申
告
に
は
、申
告
者
ご
本
人
や
控
除
対
象
配
偶
者
・

扶
養
親
族
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
本
人
確
認
書
類
の
例

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

②�

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
な
ど
の
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類

※�

　
控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
の
本
人
確
認
書
類
は
不
要

で
す
が
、
個
人
番
号
を
記
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
番
号
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
30
年
度 

町
県
民
税
の
申
告
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
役
場
　
税
務
課
・
徴
収
対
策
室

　（
内
線
１
１
１
～
１
１
６
）

日　程 時　間 行　政　区 相談会場

２／17（土）

9：00～10：30
中増・西増・増口・出口・比曽・上比曽 旭ヶ丘総合センター
北野 北野西公民館
佐名伝・大阿太グリーンポリス 佐名伝公民館

11：00～12：30

北六田・新野・馬佐 新野公民館
中越部・奥越部・南大和 南大和公民館
金吾町・畑屋・持尾・矢走・芦原 金吾町北郷コミュニティセンター
薬水・花吉野ガーデンヒルズ 薬水コミュニティセンター

14：00～17：00
口越部・土田・口桧垣本・上桧垣本・吉野平・
北町１～３丁目・北町学園前・新町１～３丁目・
岡崎１～３丁目・西町１～５丁目

（町内全域を対象としています。）
町役場

15：30～17：00
西町６丁目・香梨台・車坂町・高見台・つつじヶ丘 車坂公民館（旧集会所）
岩壺・鉾立・大岩・今木 今木公民館

２／24（土）9：00～17：00
（12：00～13：30除く）町内全域 町役場

　２月 17日（土）に開催する申告相談で、上記の時間および相談会場で都合の悪い人は、町役場（午後２時～午後５時）
または最寄りの会場までお越しください。また、急な事情により相談会場が使用できなくなった場合については、相
談会場を町役場（午後２時～午後５時）に変更しますので、ご了承ください。

・・・町県民税の申告相談会場一覧・・・

　
平
成
29
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
窓
口
で
の
相
談
・
申
告
書
の

受
付
は
、
２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
1�
日

（
木
）ま
で
で
す
。

　
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
混
雑
し
ま
す

の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
！�

期
間
中
の

土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。

○
年
金
相
談
会

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
専
用
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

　
資
産（
土
地
・
建
物
や
株
式
等
）の
譲

渡
、
贈
与
税
、
相
続
税
、
山
林
所
得
や

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
相
談
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

　
２
月
５
日（
月
）・
６
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　（
正
午
～
午
後
１
時
の
休
憩
を
除
く
）

■
場
　
所

　
町
役
場
　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

確
定
申
告
の
時
期
で
す

6

　
国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な
く
事
故
・

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
際
に
も
、
安
定

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う

制
度
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
、
本
人
の

自
由
な
の
？

い
い
え
。加
入
す
る
こ
と
は
義
務
で
す
。

◦�

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◦�

国
民
年
金
は
現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
で
高
齢
者
の
年
金
を
支
え
る
世
代
間

扶
養
の
し
く
み
で
す
。

将
来
、
十
分
な
年
金
が
本
当
に
受
け

取
れ
る
の
？

は
い
。
生
き
て
い
る
限
り
受
け
ら
れ

る
、
一
生
涯
の
保
険
で
す
。

◦�

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

（
20
歳
）し
て
か
ら
受
給（
65
歳
）す
る
ま

で
の
間
、
経
済
社
会
が
変
動
し
た
と
し

て
も
、
受
け
取
る
年
金
の
価
値
が
保
証

さ
れ
ま
す
。

※
　
老
齢
基
礎
年
金
額

　
62
万
２
８
０
０
円（
昭
和
61
年
度
）　

　
　
　

　
77
万
９
３
０
０
円（
平
成
29
年
度
）

◦�

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分
の

１
が
国
庫
負
担（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
納
め
た
保
険
料
を
上

回
る
金
額
が
受
け
ら
れ
る
計
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
安
く
す
る
方
法
は
あ
る
の
？

あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
や
口
座
振
替

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

保
険
料
を
前
払
い（
前
納
）す
る
と
保
険

料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
前
納
制

度
と
口
座
振
替
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

で
割
引
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

※�

　
口
座
振
替
の
１
年
前
納
で
は

４
１
５
０
円
割
引
に
、
２
年
前
納
で
は

１
万
５
６
４
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
の
場
合
）

保
険
料
を
納
め
た
ら
税
金
が
安
く
な

る
の
？

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦�

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
金

が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

本
人
の
代
わ
り
に
納
付
義
務
者（
配
偶

者
・
世
帯
主
）が
納
め
た
場
合
は
、
納
付

義
務
者
が
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
４
５-

22-

３
５
３
１

◦
町
役
場
　
人
権
住
民
課（
内
線
１
２
３
）

問答問答

問答問答

20歳になったら　国民年金Ｑ＆Ａ国民年金国民年金

認知症サポーター養成講座を開催します

　「認知症とはどういう病気なのか？」「認知症の人やその
家族に対してどのように接すればいいのか？」など、病名
は知っていても詳しく分からないことはありませんか？
　町では、全国キャラバン・メイト連絡協議会との協働
で、「認知症サポーター養成講座」を開催し、認知症に対
する基本的な知識と理解を深めていく取り組みを行ってい
ます。
　この養成講座を受けた人は、「認知症サポーター」に認
定されます。認知症サポーターとは、認知症を正しく理解
し、認知症の人やその家族を地域全体で温かく見守り、支
援する応援者です。
　参加費は無料です。養成講座に参加希望の人は、前日ま
でに町役場長寿介護課までお申し込みください。

■日　時　3月 1日（木）　午後 1時 30分～
　　　　　※　受付は午後 1時～
■場　所　町役場　301会議室
■申し込み・問い合わせ先
　町役場　長寿介護課（内線 133）

　町国民健康保険にご加入のみなさんで、
高額療養費の支給対象となる人については、
診療月の約２か月後に通知はがきを送付し
ています。
　平成29年11月・12月診療分の支給申請に
かかる通知は、１月・２月下旬に発送します。
　確定申告または町への所得申告にて医療
費控除を申告予定の人は、先に高額療養費
の申請を済ませてから、確定申告などの申
告をしてください。
　申請には、医療機
関発行の領収書（原
本）が必要となりま
すので、必ず手元に
保管いただきますよ
うお願いします。

■問い合わせ先
　町役場　保険医療課（内線130）

高額療養費の支給申請について

国 民 健 康 保 険

�



　
国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な
く
事
故
・

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
際
に
も
、
安
定

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う

制
度
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
、
本
人
の

自
由
な
の
？

い
い
え
。加
入
す
る
こ
と
は
義
務
で
す
。

◦�

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◦�

国
民
年
金
は
現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
で
高
齢
者
の
年
金
を
支
え
る
世
代
間

扶
養
の
し
く
み
で
す
。

将
来
、
十
分
な
年
金
が
本
当
に
受
け

取
れ
る
の
？

は
い
。
生
き
て
い
る
限
り
受
け
ら
れ

る
、
一
生
涯
の
保
険
で
す
。

◦�

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

（
20
歳
）し
て
か
ら
受
給（
65
歳
）す
る
ま

で
の
間
、
経
済
社
会
が
変
動
し
た
と
し

て
も
、
受
け
取
る
年
金
の
価
値
が
保
証

さ
れ
ま
す
。

※
　
老
齢
基
礎
年
金
額

　
62
万
２
８
０
０
円（
昭
和
61
年
度
）　

　
　
　

　
77
万
９
３
０
０
円（
平
成
29
年
度
）

◦�

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
２
分
の

１
が
国
庫
負
担（
税
金
）で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
納
め
た
保
険
料
を
上

回
る
金
額
が
受
け
ら
れ
る
計
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
安
く
す
る
方
法
は
あ
る
の
？

あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
や
口
座
振
替

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

保
険
料
を
前
払
い（
前
納
）す
る
と
保
険

料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
前
納
制

度
と
口
座
振
替
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

で
割
引
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

※�

　
口
座
振
替
の
１
年
前
納
で
は

４
１
５
０
円
割
引
に
、
２
年
前
納
で
は

１
万
５
６
４
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
度
の
場
合
）

保
険
料
を
納
め
た
ら
税
金
が
安
く
な

る
の
？

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦�

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
金

が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

本
人
の
代
わ
り
に
納
付
義
務
者（
配
偶

者
・
世
帯
主
）が
納
め
た
場
合
は
、
納
付

義
務
者
が
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
４
５-

22-

３
５
３
１

◦
町
役
場
　
人
権
住
民
課（
内
線
１
２
３
）

問答問答

問答問答

20歳になったら　国民年金Ｑ＆Ａ国民年金国民年金

認知症サポーター養成講座を開催します

　「認知症とはどういう病気なのか？」「認知症の人やその
家族に対してどのように接すればいいのか？」など、病名
は知っていても詳しく分からないことはありませんか？
　町では、全国キャラバン・メイト連絡協議会との協働
で、「認知症サポーター養成講座」を開催し、認知症に対
する基本的な知識と理解を深めていく取り組みを行ってい
ます。
　この養成講座を受けた人は、「認知症サポーター」に認
定されます。認知症サポーターとは、認知症を正しく理解
し、認知症の人やその家族を地域全体で温かく見守り、支
援する応援者です。
　参加費は無料です。養成講座に参加希望の人は、前日ま
でに町役場長寿介護課までお申し込みください。

■日　時　3月 1日（木）　午後 1時 30分～
　　　　　※　受付は午後 1時～
■場　所　町役場　301会議室
■申し込み・問い合わせ先
　町役場　長寿介護課（内線 133）

　町国民健康保険にご加入のみなさんで、
高額療養費の支給対象となる人については、
診療月の約２か月後に通知はがきを送付し
ています。
　平成29年11月・12月診療分の支給申請に
かかる通知は、１月・２月下旬に発送します。
　確定申告または町への所得申告にて医療
費控除を申告予定の人は、先に高額療養費
の申請を済ませてから、確定申告などの申
告をしてください。
　申請には、医療機
関発行の領収書（原
本）が必要となりま
すので、必ず手元に
保管いただきますよ
うお願いします。

■問い合わせ先
　町役場　保険医療課（内線130）

高額療養費の支給申請について

国 民 健 康 保 険

�



大淀町ふるさと応援
寄附金について

　12月中に次のみなさまから
寄附をいただきました。
　　喜多　義将　様� 1,000,000円
　　植野　康夫　様� 500,000円
　　隅田　　守　様� 200,000円
　　林　　伸和　様� 160,000円
　　松本　憲男　様� 100,000円
　　上田　敏之　様� 100,000円
　　久保　君代　様� 20,000円
　　喜島　寛子　様� 20,000円
　　塚本　慶昭　様� 10,000円
　　　匿　　名� 300,000円
　　　匿　　名� 300,000円
　　　匿　　名� 50,000円
　　　匿　　名� 20,000円
　　　匿　　名� 5,000円
　　　匿　　名� 3,000円
　　　他44名様
　みなさまの熱い想いを実現できるように、
大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたします。

マイナンバーカード
休日臨時交付窓口のご案内

　マイナンバー（個人番号）カードの申請を行い、受け
取りが可能となっている人で、交付窓口開設時間（土日
祝日を除く平日の午前８時30分～午後５時15分）に窓
口にお越しいただくことができない人のために、予約
制で休日臨時交付窓口を開設しています。

　なお、窓口にお越しになる日の直前の金曜日の午前
中までに、町役場人権住民課までご連絡ください。予
約の人がいない日については、窓口を開設しませんの
でご注意ください。

※�　マイナンバーカードの申請等についてはお受けで
きませんので、ご注意ください。

※�　マイナンバーカードを申請してから２か月以上
経っているにも関わらず、個人番号カード交付・電子
証明書発行通知書兼照会書（交付通知書）が届いてな
い人は、町役場人権住民課までご連絡ください。

■問い合わせ先　町役場　人権住民課（内線125）

休日臨時交付窓口開設日時（予約制）

　２月10日（土）・２月2�日（日）・３月10日（土）

各日　午前８時�0分～正午

　消防署からのお知らせ ■問い合わせ先　奈良県広域消防組合��大淀消防署
　　　　　　　　☎0747-52-1199

　心肺蘇生法【胸骨圧迫と人工呼吸】と
AED【電気ショック】の使用方法、怪
我等の応急手当についての講習会を実
施します。この機会にぜひご参加くだ
さい。

■日　　時
　３月３日（土）
　午前９時～午後６時
■場　　所
　奈良県広域消防組合　吉野消防署
　 吉野町宮滝17-1
■申込方法
　２月26日（月）までに、大淀消防署
まで申し込んでください。実施要領
等、詳しくは奈良県広域消防組合ホー
ムページにてご確認ください。
　http://www.naraksk119.jp/

統一標語  「火の用心  ことばを形に  習慣に」

　火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取り扱い
には十分注意しましょう。

　住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　　　　― ３つの習慣・４つの対策 ―

３つの習慣
◦�寝タバコは、絶対やめる。
◦�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
◦�ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◦�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◦�寝具や衣類等からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
◦�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
◦�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
体制をつくる。

３月１日～３月７日
春季全国火災予防運動を実施上級救命講習のご案内

�



　　 

０歳児からの音楽コンサート2018
　鍵盤ハーモニカアンサンブルグループ "Marble456" によるコンサートを
開催します。ジブリメドレーなど、小さなお子さんから大人まで楽しめる
プログラムです。泣いても騒いでも大丈夫！家族そろってご来場ください。

■日　　時　２月18日（日）　午後１時開演
■内　　容　•ワークショップ
　　　　　　•パネルシアター「猫のお医者さん」
　　　　　　• "Marble456" によるコンサート
　　　　　　※　コンサートのみの鑑賞も可能です。
■入 場 料　無料、整理券配布（先着100人程度）
■場　　所　町文化会館　ひだまりホール
■問い合わせ先　町文化会館　☎0747-54-2110

宝くじ文化公演　関西二期会presents
映画音楽とオペラアリアへの誘い～ガレッジセール「二人の青年の物語」～
　テレビなどでお馴染みのガレッジセールをお招きし、 クラシックコンサートを開催します。関西の第一
線で活躍する声楽家の歌唱と、スペシャル・オーケストラによる生演奏をお楽しみください。

■日　　時
　３月４日（日）　午後２時開演
■プログラム
○［第１部］ガレッジセール「二人の青年の物語」
　 ある青年の生涯をガレッジセールが演じ、声楽家が
歌い、オーケストラが織りなす感動のストーリー。
　　ひまわりより「愛のテーマ」　他
○［第２部］クラシック名曲集
　　トゥーランドットより「誰も寝てはならぬ」　他
■出　　演
•司会・青年役／ガレッジセール
•指揮／柴田 真郁　　•関西二期会　　　他

■料　　金
　［一　　　般］　3,000円（当日3,500円）
　[高校生以下］　1,500円（当日2,000円）
※　全席指定、宝くじの助成金による特別料金
※　前売券完売の場合、当日販売はありません。
※ 　未就学児の入場はご遠慮ください。
■販売場所
•町文化会館
•ローソンチケット
　（Ｌコード：56092）
■問い合わせ先
　町文化会館　☎0747-54-2110

利用区分 町内在住 町外在住

定期券
１か月 4,930円 5,300円
６か月 26,740円 29,150円
１　年 49,370円 53,000円

一時利用
大　人   850円
子ども   430円

回数券
（11枚綴り）

大　人 8,500円
子ども 4,300円

子どもスイミング（１か月） 4,000円

各種利用料金のご案内

　健康のため、運動を始めてみませんか？お客さ
まにあわせた運動メニューをご提案します。
　運動が初めての人でも、トレーナーがしっかり
サポート！詳しくはお問い合わせください。

◇施設の紹介
•スタジオ…ヨガなど多彩なレッスンをご用意
•プ ー ル…水中歩行やスイミングで水中運動を
•ジ　　ム…健康志向から本格トレーニングまで

◇入会に必要なもの
　 通帳・銀行印・会費（２か月分の定期利用料）・健康
診断書または医師の運動許可書（50歳以上の人）

◇開館時間
　（月・水～土曜日）午前10時～午後10時
　（日曜日・祝日）午前10時～午後５時
　※　毎週火曜日・年末年始は休館

ご利用には定期利用がお得です！

9



声援を背に駆け抜けて
町スポーツ少年団冬季マラソン大会
　12月17日（日）、町平畑運動公園サッカー場お
よび周辺道路で、町スポーツ少年団冬季マラソン
大会が開催されました。
　参加した小学生ランナー86人は、見守る保護
者や友だちの声援に後押しされながら、寒さに負
けず元気いっぱいゴールをめざしました。
　
◇優勝者のみなさん（敬称略）
　　　　　　【男子の部】　　【女子の部】
　１年生　　椿本　凌久　　岡安　　怜
　２年生　　秋山　育郎　　冷水　柚心
　３年生　　川本　優輝　　岡安　　藍
　４年生　　松田　　陽　　林　　弥來
　５年生　　志賀　陽斗　　伊野　　愛
　６年生　　松田　　岳　　田中　聖奈

▲ 大淀剣道クラブのみなさん

▲

▲

マラソン大会の様子

少年剣道教育奨励賞を受賞
大淀剣道クラブ

　大淀剣道クラブは、剣道指導を通じて家庭およ
び学校教育並びに地域社会の向上に資する活動を
継続してこられたとしてその功績が称され、一般
財団法人全日本剣道連盟から少年剣道教育奨励賞
を受賞されました。
　町体育協会に所属している大淀剣道クラブは、
創部36年の歴史があり、現在、指導者を含め30
人を越えるクラブ員で活動しています。
　今回の受賞に際し、代表者である五味恒子さん
は、「子どもたちには、技術指導に加え礼儀作法、
特に挨拶、相手を思う心の大切さを指導してきま
した。今後も子どもたちが地域で活躍できるよう、
剣道を通じて人間形成をめざした指導に努めてい
きたいと思います。」と話してくださいました。

　
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
の
座
員
は
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
町
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、
一
月
八
日（
月
・
祝
）に
行
わ
れ
た

成
人
式
の
式
典
前
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
前
で
、

座
員
は
連
吟「
吉よ

し
の
て
ん
に
ん

野
天
人
」と「
高
砂
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
小
学
校
で
能
楽
体
験
を
し
、

中
に
は
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
に
入
っ
て
い
た
人
も
い
ま
す
。「
高
砂
」の

謡
を
聞
い
て
思
わ
ず
当
時
の
こ
と
が
脳
裏
を
か
す
め
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
の
目
に
、
子
ど
も
た
ち
の

一
生
懸
命
な
様
子
が
ど
ん
な
風
に
映
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

謡
い
終
え
る
と
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

将
来
、
み
な
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
新
た
に
座
員
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
三
月
二
四
日（
土
）の
大
和
猿
楽
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
で
あ
と
二
か
月
で
す
。
座
員
は
演
目
を
仕
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
発
表
会
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▲成人式にて

▲鞍馬天狗を練習中です！
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お
お
よ
ど
の
魅
力 
再
発
見
　
46

絵
馬
が
語
る
明
治
時
代

　
厳
寒
の
一
月
一
四
日（
日
）、
桧
垣
本
八
幡
神
社
の
拝
殿
を
建
て
替

え
る
た
め
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
拝
殿
に
か
か
っ
て
い
た
絵
馬
は
、
別
の
所
に
移
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
絵
馬
で
す
が
、
額
の
上
段
に「
奉
納
」、
両
脇
に「
明
治

三
二
年
」「
亥
五
月
吉
日
」の
文
字
が
見
え
ま
す
。
額
の
下
段
に
は「
口

桧
垣
本
中
」と
あ
っ
て
、約
一
二
〇
年
前
の
明
治
三
二（
一
八
九
九
）年
、

地
元
の
有
志
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
絵
馬
は
、
祭
神
で
あ
る
八
幡
神（
応
神
天
皇
）の
母
・
神
功
皇
后

の
故
事（
海
戦
で
の
勝
利
）に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
向
か
っ
て
右
側

に
神
功
皇
后
と
自
軍
の
船
が
、
左
側
に
敵
将
の
船
と
馬
た
ち
が
相
対

す
る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
日
本
は
、
明
治
二
七
・
二
八（
一
八
九
四
・
九
五
）年
の
日
清

戦
争
、
明
治
三
七
・
三
八

（
一
九
〇
四
・
〇
五
）年
の
日

露
戦
争
と
、
周
辺
諸
国
と

の
領
土
問
題
を
め
ぐ
っ
て

海
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は「
明
治
一
五
〇

年
」。
こ
の
絵
馬
も
ま
た
、

明
治
時
代
を
伝
え
る
語
り

部
と
し
て
忘
れ
得
な
い
も

の
で
す
。

▲約 120 年前の絵馬（桧垣本八幡神社）

パ
ー
ム
油

人権コラム
Vol.102

　
食
器
洗
い
の
と
き
、
み
な
さ
ん
は
自

宅
で
ど
の
よ
う
な
台
所
洗
剤
を
使
っ

て
い
ま
す
か
？�

自
然
に
や
さ
し
く
、

肌
に
も
環
境
に
も
良
い
イ
メ
ー
ジ
の

植
物
性
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
植
物
性
洗
剤
に
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
実
か
ら
採

れ
る
パ
ー
ム
油
で
す
。
パ
ー
ム
油
は
、

主
に
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
約
８
割
生
産
さ
れ
、

大
豆
油
を
追
い
抜
い
て
世
界
一
の
生

産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
急
激
な
増
産
の
状
況

に
影
響
を
受
け
、
お
び
え
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
熱
帯
林
に
住
む
先
住
民

で
す
。

　
通
常
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
栽
培
に
は

広
大
な
面
積
が
必
要
と
な
る
た
め
、

熱
帯
林
を
伐
採
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ

け
を
植
栽
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
代
化
の
名
の
も
と
、
森
林
伐
採
や

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
行
わ
れ
、

反
対
す
る
村
で
は
、
先
住
民
が
銃
や

暴
力
で
脅
さ
れ
、
死
傷
者
が
出
る
事

件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
パ
ー
ム
油
が
大
量
に
使
用

さ
れ
始
め
た
の
は
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
で
、
現
在
で
は
年
間
75
万
ト
ン

を
輸
入
し
、
８
割
が
マ
ー
ガ
リ
ン
や

揚
げ
油
な
ど
の
加
工
食
品
に
、
残
り

の
２
割
は
石
鹸
や
洗
剤
な
ど
の
類
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
帯
林
を
奪
わ
れ
た
住
民
の
多
く

は
、
生
活
の
た
め
一
家
を
あ
げ
て
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
場
で
働
き
、
低

賃
金
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
学
校

へ
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
読
み
書
き

が
で
き
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
の
中
に
は
、
防
具
も
つ
け

ず
に
木
の
消
毒
作
業
に
従
事
し
、
気

管
支
炎
、
流
産
な
ど
の
病
状
が
頻
発

し
、
失
明
し
た
者
さ
え
い
る
そ
う
す
。

　
地
球
に
や
さ
し
い
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？�

日
本
に
住
む
私

た
ち
は
恩
恵
に
あ
や
か
り
満
足
し
て

い
て
も
、
生
産
国
で
は
環
境
破
壊
が

進
み
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
本
末
転
倒
で
す
。
貧
困
の

上
に
豊
か
さ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
現
実
に
つ

い
て
、
改
め
て

認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
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お
お
よ
ど
の
魅
力 

再
発
見
　
46

絵
馬
が
語
る
明
治
時
代

　
厳
寒
の
一
月
一
四
日（
日
）、
桧
垣
本
八
幡
神
社
の
拝
殿
を
建
て
替

え
る
た
め
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
拝
殿
に
か
か
っ
て
い
た
絵
馬
は
、
別
の
所
に
移
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
絵
馬
で
す
が
、
額
の
上
段
に「
奉
納
」、
両
脇
に「
明
治

三
二
年
」「
亥
五
月
吉
日
」の
文
字
が
見
え
ま
す
。
額
の
下
段
に
は「
口

桧
垣
本
中
」と
あ
っ
て
、約
一
二
〇
年
前
の
明
治
三
二（
一
八
九
九
）年
、

地
元
の
有
志
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
絵
馬
は
、
祭
神
で
あ
る
八
幡
神（
応
神
天
皇
）の
母
・
神
功
皇
后

の
故
事（
海
戦
で
の
勝
利
）に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
向
か
っ
て
右
側

に
神
功
皇
后
と
自
軍
の
船
が
、
左
側
に
敵
将
の
船
と
馬
た
ち
が
相
対

す
る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
日
本
は
、
明
治
二
七
・
二
八（
一
八
九
四
・
九
五
）年
の
日
清

戦
争
、
明
治
三
七
・
三
八

（
一
九
〇
四
・
〇
五
）年
の
日

露
戦
争
と
、
周
辺
諸
国
と

の
領
土
問
題
を
め
ぐ
っ
て

海
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は「
明
治
一
五
〇

年
」。
こ
の
絵
馬
も
ま
た
、

明
治
時
代
を
伝
え
る
語
り

部
と
し
て
忘
れ
得
な
い
も

の
で
す
。

▲約 120 年前の絵馬（桧垣本八幡神社）

パ
ー
ム
油

人権コラム
Vol.102

　
食
器
洗
い
の
と
き
、
み
な
さ
ん
は
自

宅
で
ど
の
よ
う
な
台
所
洗
剤
を
使
っ

て
い
ま
す
か
？�

自
然
に
や
さ
し
く
、

肌
に
も
環
境
に
も
良
い
イ
メ
ー
ジ
の

植
物
性
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
植
物
性
洗
剤
に
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
実
か
ら
採

れ
る
パ
ー
ム
油
で
す
。
パ
ー
ム
油
は
、

主
に
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
約
８
割
生
産
さ
れ
、

大
豆
油
を
追
い
抜
い
て
世
界
一
の
生

産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
急
激
な
増
産
の
状
況

に
影
響
を
受
け
、
お
び
え
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
熱
帯
林
に
住
む
先
住
民

で
す
。

　
通
常
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
栽
培
に
は

広
大
な
面
積
が
必
要
と
な
る
た
め
、

熱
帯
林
を
伐
採
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ

け
を
植
栽
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
代
化
の
名
の
も
と
、
森
林
伐
採
や

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
が
行
わ
れ
、

反
対
す
る
村
で
は
、
先
住
民
が
銃
や

暴
力
で
脅
さ
れ
、
死
傷
者
が
出
る
事

件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
パ
ー
ム
油
が
大
量
に
使
用

さ
れ
始
め
た
の
は
、
１
９
７
０
年
代

か
ら
で
、
現
在
で
は
年
間
75
万
ト
ン

を
輸
入
し
、
８
割
が
マ
ー
ガ
リ
ン
や

揚
げ
油
な
ど
の
加
工
食
品
に
、
残
り

の
２
割
は
石
鹸
や
洗
剤
な
ど
の
類
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
帯
林
を
奪
わ
れ
た
住
民
の
多
く

は
、
生
活
の
た
め
一
家
を
あ
げ
て
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
場
で
働
き
、
低

賃
金
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
学
校

へ
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
読
み
書
き

が
で
き
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
の
中
に
は
、
防
具
も
つ
け

ず
に
木
の
消
毒
作
業
に
従
事
し
、
気

管
支
炎
、
流
産
な
ど
の
病
状
が
頻
発

し
、
失
明
し
た
者
さ
え
い
る
そ
う
す
。

　
地
球
に
や
さ
し
い
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？�

日
本
に
住
む
私

た
ち
は
恩
恵
に
あ
や
か
り
満
足
し
て

い
て
も
、
生
産
国
で
は
環
境
破
壊
が

進
み
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
本
末
転
倒
で
す
。
貧
困
の

上
に
豊
か
さ
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
現
実
に
つ

い
て
、
改
め
て

認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
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▲

女性消防団員のみなさん

▲新入団員による宣誓

▲分列行進

平
成
30
年
　
消
防
出
初
式
優
良
消
防
団
員
表
彰
　受
賞
者

大
淀
町
消
防
出
初
式

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

職　名 氏　　名

団　　 長 出合　祥高

副 団 長 東山　喜昭

副 団 長 岡本　康義

副 団 長 篠原　達司

副 団 長 田中　照人

分
団
長

第 1 分 団 大北　真史

第 2 分 団 広島　照義

第 3 分 団 久保　　輝

第 4 分 団 中村　正城

第 5 分 団 畠山　教二

第 6 分 団 東元　祐司

第 7 分 団 谷　　進一

第 8 分 団 向出　統大

第 9 分 団 大前三津彦

平成30年１月現在

大淀町消防団幹部
（敬称略）

　
大
淀
町
消
防
出
初
式
、
吉
野
支
部
連
合
出
初

式
に
お
い
て
、
優
良
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
町
消
防
団
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
、［
　
］内
は
分
団
名
）

【
町
長
表
彰
】

　
前
井
　
保
男［
１
］　
大
馬
﨑
義
幸［
２
］

　
小
西
　
誠
治［
３
］　
山
村
希
八
郎［
４
］

　
大
藏
　
直
人［
５
］　
東
元
　
祐
司［
６
］

　
谷
　
　
慈
也［
７
］　
向
出
　
英
晃［
８
］

　
中
嶋
　
裕
之［
９
］

【
団
長
表
彰
】

　
山
本
　
英
樹［
１
］　
橋
本
　
恭
治［
２
］

　
橋
本
　
健
二［
３
］　
上
野
　
延
博［
４
］

　
上
田
　
　
誠［
５
］　
山
中
　
茂
力［
６
］

　
谷
　
　
佳
命［
７
］　
島
田
　
雄
一［
８
］

　
中
出
　
　
聡［
９
］

【
吉
野
警
察
署
長
感
謝
状
】

　
川
﨑
　
　
畝［
２
］　
山
根
　
高
則［
４
］

【
吉
野
警
察
署
長
30
年
勤
続
特
別
表
彰
】

　
今
西
　
忠
司［
３
］

【
奈
良
県
知
事
表
彰
】

　
大
北
　
真
史［
１
］　
谷
　
　
進
一［
７
］

　
向
出
　
統
大［
８
］

【
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　
桝
井
　
隆
次［
１
］　
久
保
　
　
輝［
３
］

　
米
田
　
行
宏［
４
］　
西
山
　
昌
昭［
８
］

【
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰
】

　
前
井
　
保
男［
１
］　
阪
本
　
晃
弘［
２
］

　
西
本
　
直
樹［
３
］　
東
　
　
輝
和［
４
］

　
戌
亥
　
孝
行［
５
］　
西
本
　
幸
祐［
６
］

　
福
西
　
正
晃［
７
］　
中
西
　
英
之［
８
］

　
横
澤
　
友
啓［
９
］

　
９
月
30
日（
土
）に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
第

23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
奈
良
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
町
女
性
消
防
団
員
に
対
し
、

次
の
と
お
り
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
～
町
消
防
出
初
式
～

【
町
長
・
団
長
感
謝
状
】

　
～
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
～

【
奈
良
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
】

【
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
特
別
賞
】

　
的
場
由
美
子
　
　
　
井
ノ
本
美
紀

　
戌
亥
　
由
佳
　
　
　
杉
本
　
　
彩

　
吉
田
　
麻
鈴
　
　
　
泉
　
　
亜
耶

　
岡
本
　
莉
沙
　
　
　
大
塚
　
葉
月

　
岡
本
　
亜
実

　［
各
員
と
も
本
部
所
属
の
団
員
］

　
新
春
を
飾
る
平
成
30
年
大
淀
町
消
防
出
初
式

が
、
１
月
７
日（
日
）に
町
平
畑
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
で
挙
行
さ
れ
、
町
消
防
団
各
分
団
か
ら
団
員

２
５
０
人
、
消
防
ポ
ン
プ
車
両
13
台
が
集
結
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
た
に
団
員
と
な
っ
た
９
人
に
対

し
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、

第
１
分
団
木
村
雅
実
団
員
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
長
か
ら
の
式
辞
や
団
長
か
ら
の
訓

辞
、
ま
た
優
良
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰
、
来
賓

か
ら
の
祝
辞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
21
日（
日
）に
は
、
奈
良
県
消
防
協

会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー 

や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル（
川
上
村
）で
挙
行
さ
れ
、
吉
野

支
部
管
内
各
消
防
団
か
ら
団
員
３
０
０
人
が
集
結

し
ま
し
た
。中学生の税についての作文

女
性
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰

12

　中学生の税についての作文は、全国納税貯蓄組合連合会および国税庁が租税教育の一環として、全国の中学
生から作文を募集しているものです。昭和 42 年から実施されていて今年で 51 回目になります。
　今年度は全国の中学校 7,528 校から、約 616,072 編もの作文の応募があり、そのうち吉野郡内からは 598 編
の応募がありました。
　町立大淀中学校では毎年、生徒たちが税についての作文を書いて応募しています。今回は、竹中優菜さんが
近畿税理士会会長賞を受賞したのをはじめ、11 人が入賞しました。

今
回
の
作
文
は
税
が
ど
の
よ
う
に
役

立
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

税
務
署
を
見
学
し
、
税
に
つ
い
て
さ

ら
に
関
心
が
出
る
よ
う
な
貴
重
な
体

験
で
し
た
。

吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

大
塚
　
瑛
心
さ
ん︵
３
年
︶

表
彰
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
税
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

裏
西
　
萌
々
さ
ん︵
３
年
︶

吉
野
税
務
署
長
賞

奥
谷
　
有
里
さ
ん︵
２
年
︶

自
分
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
書
い
た
作

文
な
の
で
、
表
彰
さ
れ
た
と
き
は
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

中
学
校
最
後
の
税
の
作
文
で
、
賞
を

と
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。

近
畿
税
理
士
会
会
長
賞

　 

竹
中
　
優
菜
さ
ん︵
１
年
︶

奈
良
県
租
税
教
育
推
進

　
連
絡
協
議
会
長
賞

　 

松
本
　
亮
さ
ん︵
３
年
︶

税
の
こ
と
を
調
べ
て
、
私
た
ち
の
身

近
な
と
こ
ろ
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知
れ
た

う
え
、
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で
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。
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︶

表
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思
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︶
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収
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︶
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　中学生の税についての作文は、全国納税貯蓄組合連合会および国税庁が租税教育の一環として、全国の中学
生から作文を募集しているものです。昭和 42 年から実施されていて今年で 51 回目になります。
　今年度は全国の中学校 7,528 校から、約 616,072 編もの作文の応募があり、そのうち吉野郡内からは 598 編
の応募がありました。
　町立大淀中学校では毎年、生徒たちが税についての作文を書いて応募しています。今回は、竹中優菜さんが
近畿税理士会会長賞を受賞したのをはじめ、11 人が入賞しました。
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知
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児童の考え方  …●…大淀町
－－－全国

全国＝100

いじめはどんな理由でもいけない

学校に行くのは楽しい物事を最後までやりとげて
うれしかったことがある

難しいことでも
失敗を恐れずに挑戦している

将来の夢や目標を
もっている

自分にはよいところがある

人の役に立つ人間に
なりたい

学校のきまりを守る

人が困っている
ときは、進んで
助ける
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児童の生活習慣  …●…大淀町
－－－全国
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朝食を毎日食べる

毎日同じくらいの
時刻に起きている

毎日同じくらいの
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週に１回以上は
新聞を読んでいる

平日に2時間以上
インターネットなどをする
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児童の家庭での状況  …●…大淀町
－－－全国

全国＝100

家の人と学校での出来事に
ついて話をしている

平日に学校以外で
２時間以上勉強している１日に１時間以上読書をする

家で授業の
予習をしている

家で授業の
復習をしている

自分で計画を立てて
勉強している

学習塾に
通っている
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　児童・生徒アンケートにおける大淀町児童生徒と全国との比較資料

平成29年度 全国および奈良県学力・学習状況調査の結果（概要）
大 淀 町 教 育 委 員 会

■対象学年　小学校６年生、中学校３年生
■実施教科　小学校６年生：国語（A・B）・算数（A・B）、中学校３年生：国語（A・B）・数学（A・B）
■学習や生活の様子、学校の取り組みに関する調査　児童・生徒アンケート、学校アンケート

※ 　本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面で
　あることをご理解ください。（文部科学省（通知）…�全国学力・学習状況調査実施要領より）

　全国学力・学習状況調査【平成 2� 年４月 1� 日（火）実施】

児童の学力  …●…大淀町
－－－全国

全国＝100

小学生国語Ａ

小学生算数Ａ

小学生算数Ｂ
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算数が好き
小学生
国語Ｂ
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生徒の学力  …●…大淀町
－－－全国
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国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

国語が好き

数学が好き
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0

　教科に関する調査の結果

（児童：小学生）
知識に関する問題（国語Ａ・算数Ａ）では全国平均とほぼ同じだが、
活用に関する問題（国語Ｂ・算数Ｂ）では全国平均に比べやや低い。

（生徒：中学生）
国語（Ａ・Ｂ）は全国平均とほぼ同じだが、
数学（Ａ・Ｂ）は全国平均に比べやや低い。
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大人（家庭・地域・学校）が積極的に大淀町の子どもたちと関わりましょう！
学習習慣・学習意欲
自分で学習　進んで学習

自立と自律の力を身につけましょう

学校では
よりきめの細かな指導により

一人ひとりの学力の定着と向上に取り組みます

家庭では
子どもと向き合い　けじめと

家庭学習の習慣を身につけましょう

地域ぐるみで
『早寝・早起き・朝ご飯』の運動を！

子どもと関わる機会を積極的につくりましょう

児童の学力  …●…大淀町
－－－奈良県
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　奈良県学力・学習状況調査【平成 2� 年４月 1� 日（火）実施】

■対象学年　小学校４年生、中学校１年生
■実施教科　小学校４年生：国語・算数、中学校１年生：国語・数学

　教科に関する調査の結果

（児童：小学生）
与えられた情報を読み取り、聞き手に具体的な情報を伝える
文章を書くことに課題がある。

（生徒：中学生）
話し合いにより記事の内容を決めて書くこと、円を組み合わせた
図形の面積や単位量あたりの大きさを求めることに課題がある。

（１）学校教育
○ 自尊感情の醸成
　児童生徒が自己の未来に夢や希望を持ち、その目
標に向かって日々の学習に意欲的に向き合えるよう
指導法を探求することは、一人ひとりの児童生徒の
自尊感情や自己有用感を醸成し、学習規律を確立さ
せ、一層学習意欲を高めることに繋がると考える。
○ 授業改革の推進
◦�児童生徒が課題に対して学級やグループで主体的
に話し合い活動を行う。自分の考えを深めたり広
げたりし、異なる意見や少数意見も尊重して考え
る。意見をまとめ、整理し、発表できるようにす
るなどの言語活動を保障しなければならない。

◦�対話的で主体的な深い学びへと向かわせるアク
ティブ・ラーニングの視点より、これまでの一斉
授業による受動的学習から能動的学習への変革を
図る。

◦�児童生徒の学力を客観的に捉え、分析・検証し指
導に活かすために、学力・学習状況調査等を活用
する。

○ 幼・保・小・中・高の学校間連携
　（交流から実質的な学びへの変革）
　これまでの幼・保・小・中連携に留まらず、町内に
ある県立大淀高等学校、県立大淀養護学校とも連携
を深め、児童生徒の特性に応じて、適切な学習の機
会が拡大され、適切な指導・支援が保障されるべきで
ある。さらに、総合的な学習の時間等に位置付けら
れた交流体験型学習活動の充実をはじめ、外国語（英
語）、理科等の専門教科の教員が目標やねらいに応じ
た範囲で異校種の授業交流（乗り入れ授業等）を計画
し、児童生徒がより専門的で多面的な学習活動を経
験できるよう、学びの幅や質の向上をめざしたい。

　学力の定着・向上をめざして（教育委員会からの提言）

（２）家庭との連携
○ 家庭学習の系統化と自主学習の定着
◦�家庭学習は、発達段階に応じて宿題（復習・予習）の内容や質・量
を吟味し、校種間および学年間で系統立てた取り組みを行うべ
きであり、その際、自主的・主体的な学習習慣の定着が図れるよ
う留意する。

◦�学校では引き続き「家庭学習の進め方」についてのガイドブック
を作成して指導し、それを基に家庭とも十分連携し、家庭にお
ける自主学習を充実させる。

○ 健全育成
　テレビゲームおよびスマートフォン等電子通信機器の使用につい
ては、特に中学生期の長時間の使用状況は突出しており心配される。
また、SNS等の書き込みによるトラブルが多く発生するなど生徒
指導上の課題も抱えている。学校は継続してその危険性と正しい使
用方法について児童生徒や保護者に情報発信し、定期的にアンケー
トなどを実施することにより実態を把握し、専門機関とも連携しな
がら、児童生徒に効果的な指導が行えるように努めるとともに、家
庭への啓発と連携を図り、児童生徒の健全育成に努める。

（３）地域との連携
○ あいさつ運動
　児童生徒は日々地域の人々の温かい目に見守られて成長してい
る。地域の人と交流し、あいさつを交わすことはコミュニケーショ
ン能力を身につける重要な一側面である。相手を尊重し、礼節を
わきまえた所作が身につくよう、発達段階に応じて適切な指導を
推進する。
○ 地域との交流・連携
　各学校は、児童生徒の発達段階に応じて、町内各地域における
行事にボランティア等として参加することを推奨し、児童生徒は
地域との交流を深めてきた。今後も積極的に町当局をはじめ関係
諸機関との連携を深め、子どもが地域の行事に積極的に参加でき
るようにしたい。

落ち着いて
学習できる
環境づくりが、
学力の定着と
向上の土台です。
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大人（家庭・地域・学校）が積極的に大淀町の子どもたちと関わりましょう！
学習習慣・学習意欲
自分で学習　進んで学習

自立と自律の力を身につけましょう

学校では
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地域ぐるみで
『早寝・早起き・朝ご飯』の運動を！

子どもと関わる機会を積極的につくりましょう
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　奈良県学力・学習状況調査【平成 2� 年４月 1� 日（火）実施】

■対象学年　小学校４年生、中学校１年生
■実施教科　小学校４年生：国語・算数、中学校１年生：国語・数学

　教科に関する調査の結果

（児童：小学生）
与えられた情報を読み取り、聞き手に具体的な情報を伝える
文章を書くことに課題がある。

（生徒：中学生）
話し合いにより記事の内容を決めて書くこと、円を組み合わせた
図形の面積や単位量あたりの大きさを求めることに課題がある。

（１）学校教育
○ 自尊感情の醸成
　児童生徒が自己の未来に夢や希望を持ち、その目
標に向かって日々の学習に意欲的に向き合えるよう
指導法を探求することは、一人ひとりの児童生徒の
自尊感情や自己有用感を醸成し、学習規律を確立さ
せ、一層学習意欲を高めることに繋がると考える。
○ 授業改革の推進
◦�児童生徒が課題に対して学級やグループで主体的
に話し合い活動を行う。自分の考えを深めたり広
げたりし、異なる意見や少数意見も尊重して考え
る。意見をまとめ、整理し、発表できるようにす
るなどの言語活動を保障しなければならない。

◦�対話的で主体的な深い学びへと向かわせるアク
ティブ・ラーニングの視点より、これまでの一斉
授業による受動的学習から能動的学習への変革を
図る。

◦�児童生徒の学力を客観的に捉え、分析・検証し指
導に活かすために、学力・学習状況調査等を活用
する。

○ 幼・保・小・中・高の学校間連携
　（交流から実質的な学びへの変革）
　これまでの幼・保・小・中連携に留まらず、町内に
ある県立大淀高等学校、県立大淀養護学校とも連携
を深め、児童生徒の特性に応じて、適切な学習の機
会が拡大され、適切な指導・支援が保障されるべきで
ある。さらに、総合的な学習の時間等に位置付けら
れた交流体験型学習活動の充実をはじめ、外国語（英
語）、理科等の専門教科の教員が目標やねらいに応じ
た範囲で異校種の授業交流（乗り入れ授業等）を計画
し、児童生徒がより専門的で多面的な学習活動を経
験できるよう、学びの幅や質の向上をめざしたい。

　学力の定着・向上をめざして（教育委員会からの提言）

（２）家庭との連携
○ 家庭学習の系統化と自主学習の定着
◦�家庭学習は、発達段階に応じて宿題（復習・予習）の内容や質・量
を吟味し、校種間および学年間で系統立てた取り組みを行うべ
きであり、その際、自主的・主体的な学習習慣の定着が図れるよ
う留意する。

◦�学校では引き続き「家庭学習の進め方」についてのガイドブック
を作成して指導し、それを基に家庭とも十分連携し、家庭にお
ける自主学習を充実させる。

○ 健全育成
　テレビゲームおよびスマートフォン等電子通信機器の使用につい
ては、特に中学生期の長時間の使用状況は突出しており心配される。
また、SNS等の書き込みによるトラブルが多く発生するなど生徒
指導上の課題も抱えている。学校は継続してその危険性と正しい使
用方法について児童生徒や保護者に情報発信し、定期的にアンケー
トなどを実施することにより実態を把握し、専門機関とも連携しな
がら、児童生徒に効果的な指導が行えるように努めるとともに、家
庭への啓発と連携を図り、児童生徒の健全育成に努める。

（３）地域との連携
○ あいさつ運動
　児童生徒は日々地域の人々の温かい目に見守られて成長してい
る。地域の人と交流し、あいさつを交わすことはコミュニケーショ
ン能力を身につける重要な一側面である。相手を尊重し、礼節を
わきまえた所作が身につくよう、発達段階に応じて適切な指導を
推進する。
○ 地域との交流・連携
　各学校は、児童生徒の発達段階に応じて、町内各地域における
行事にボランティア等として参加することを推奨し、児童生徒は
地域との交流を深めてきた。今後も積極的に町当局をはじめ関係
諸機関との連携を深め、子どもが地域の行事に積極的に参加でき
るようにしたい。

落ち着いて
学習できる
環境づくりが、
学力の定着と
向上の土台です。
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●教室　町保健センターに電話で申し込んでください。（町ホームページでも申し込みできます。）

３月１日（木）です。
［乳幼児］午前10時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
��������������尿検査・血圧測定・禁煙相談（要

予約）・保健師や栄養士による健
康についての相談を行います。

●子どもの健康診査・離乳食講座
　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ か 月 児 健 康 診 査
２月22日（木）・午後１時 H29.10. １～ H29.10.31生まれ
３月26日（月）・午後１時 H29.11. １～ H29.11.30生まれ

10 か 月 児 健 康 診 査
２月22日（木）・午後０時45分 H29. ４. １～ H29. ４.30生まれ
３月26日（月）・午後０時45分 H29. ５. １～ H29. ５.31生まれ

１ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査 ３月27日（火）・午後１時15分～午後２時 H28. ８. １～ H28. ９.30生まれ
３ 歳 児 健 康 診 査 ２月23日（金）・午後１時15分～午後２時 H26. ７. １～ H26. ８.31生まれ
モ グ モ グ 離 乳 食 講 座
( ７か月児�� ２回食離乳食講座） ３月１日（木）・午前９時 H29. ７. １～ H29. ７.31生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　健康診査は受付順です。　　※４　�４か月児・10か月児健康診査では、離乳食講座の実施があります。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健セン
ターで交付しています。印鑑と妊婦のマイナンバーが
分かるものを持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●予防接種　※　原則、全日程予約制です。必ず接種の３日前までに町保健センターへ予約してください。

予防接種名 実施日 受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

B C G

２月19日（月）

２月27日（火）

３月６日（火）

①午前10時～
　午前10時30分

②午後１時30分～
　午後２時

H29. ８.30～
H29.10.28生まれ １歳未満の子

み ず ぼ う そ う H28.11.29～
H29. １.29生まれ １歳から３歳未満の子

不 活 化 ポ リ オ
３種混合を接種し、不活化ポリ
オ（生・不活化あわせて、計４回）
を規定回数終了していない子

麻 し ん
風 し ん
混 合

１期 H29. １.30～
H29. ３.28生まれ ２歳未満の子

２期 就学前の年長児

３ 種 混 合 ２ 期
（２ 種 混 合） 13歳未満の子

日 本 脳 炎

１期 ７歳６か月未満の子

２期

◦小学４年生～13歳未満の子
◦�高校１年生に相当する年齢以
上20歳未満で、第２期の接種
を受けていない人

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。　　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
　●転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等の連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種の案内ができない場合があります。〉

教　　室 実施日時・場所 内　　容 対　　象
マタニティクラス（無料）
妊娠中のことや、出産・育児につ
いて、一緒に考えてみませんか？
パパやご家族の人もぜひ一緒に
参加してください。

２月18日（日）
午前９時30分～正午
町保健センター

◦妊娠中の栄養について（講義）
◦赤ちゃんとの生活について（講義）
◦赤ちゃんのお風呂の入れ方など（体験）

◦�妊娠５か月以
上の人

◦パパになる人
◦家族の人
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●集団検診　町保健センターに電話等で申し込んでください。要予約・先着順です。
　　　　　　下記以外の日程・内容もあります。詳しい日程・内容は、町保健センターまで問い合わせてください。

検診・内容 実施日・受付時間 対　　象 場所・料金 定　員

大腸がん検診
（便潜血検査・問診）

２月28日（水）
　午前９時～午後３時 満40歳以上の町民

町保健センター
【満40～64歳】�200円
【満65歳以上】�100円

100人

●個別検診　医療機関で個別に受診するための受診票を発行しています。
　　　　　　発行の申請は町保健センターに電話などで申し込んでください。

検診・内容 対　　象 料　　金 実施医療機関 実施期間
胃がん検診
（胃バリウム検診）
（胃部Ｘ線撮影・問診）

満40歳以上の町民 【満40～64歳】2,000円
【満65歳以上】�500円

県内の契約医療機関
※�　希望の医療機関
が該当するか等、
詳しくは問い合わ
せてください。

２月末まで
※�　医療機関の予約
が定員になり次第
終了

乳がん検診
（乳房Ｘ線撮影・問診）
※�　視診・触診を実施す
る医療機関もあります

満40歳以上の町民（女性）
※　平成28年度に受けて
いない人

【満40～49歳】1,000円
【満50～64歳】�900円
【満65歳以上】�200円

子宮頸
け い

がん検診
（視診・内診・問診・
子宮頸部細胞診）

満20歳以上の町民（女性）
※　平成28年度に受けて
いない人

〈頸部のみ〉
【満20～64歳】2,000円
【満65歳以上】�500円
〈頸部・体部〉
【満20～64歳】3,500円
【満65歳以上】�500円

県内の登録医療機関
※�　希望の医療機関
が該当するか等、
詳しくは問い合わ
せてください。

～胃カメラ検診受付終了のお知らせ～
　胃がん検診（胃カメラ検診）が定員に達したので、受付を終了しました。検診の受診票が手元にある人は、早
めに検診を受診してください。医療機関の予約状況により、受診票があっても受けられない場合があります。

健康ウォーキング 参加者募集
　自然や歴史に触れながら、おおよど元気アップセ
ミナーのメンバーと一緒にウォーキングをしてみま
せんか。町文化財技師の松田氏による解説もありま
す。体調を整えて参加してください。

■日　　時
　３月19日（月）
　午前９時20分集合、午後０時40分解散予定
※　荒天時は３月22日（木）に順延
■集合場所
　吉野口駅
■コ ー ス
　�吉野口駅－卯神社－川合八幡神社－水泥古墳（ト
イレ）－権現堂古墳－巨勢寺跡－阿吽寺（昼食・ト
イレ）－吉野口駅　　約８㎞
■持 ち 物
　�保険証・水分補給のためのお茶や水・
　昼食・雨具（天候が不安定な場合）
■対象・定員
　大淀町民の人、先着50人
■申込方法
　�町保健センターに電話で申し込んでください。
■申し込み・問い合わせ先
　町保健センター（健康増進課）　☎0747-52-9403

平成29年度 県民公開講座
女性のための健康講座

■日　　時
　３月３日（土）　午後２時～午後４時
■場　　所
　奈良商工会議所　 奈良市登大路36-2
■内　　容
　�女性の健康週間に学ぶ～意外に知らないカ
ラダのこと

◦「乳がん検診と治療の最前線」
　　名張市立病院　乳腺外科　医長
　　奈良県立医科大学附属病院
　　　乳腺外科　非常勤医師　��中村　卓先生
◦「婦人科がんの現在と未来
　　　　～子宮・卵巣のがんは予防可能！～」
　　奈良県総合医療センター
　　　産婦人科　医長　　　　��杉浦　敦先生
■定　　員　約150人
■参 加 費　無料　※事前予約不要
■後　　援
　�奈良県医師会・日本産婦人科学会・
　日本産婦人科医会
■主催・問い合わせ先
　奈良県産婦人科医会　☎0744-22-8502
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　町では、町役場での各種手続きや生活に役立つ情報などを１冊にまとめた「大淀町 
暮らしの便利帳」を、株式会社サイネックスとの官民協働事業により発行しました。
ぜひお手元に置いていただき、ご活用ください。
　この便利帳は、株式会社サイネックスが、２月中旬から末までの間に町内の全世帯
にポスティング（郵便受けに直接投函）によりお届けします。「広報おおよど」とは別に
順次配布されますので、今しばらくお待ちください。

■問い合わせ先　町役場　企画政策課（内線221）

「暮らしの便利帳」を各戸配布します

がん検診を受けよう！
　がんは、昭和 56 年から死亡原因の第１位で、平成 28 年にがんで亡くなった人は 364,872 人でした。
　日本人の３人に１人はがんで亡くなると言われていますが、早期に見つけて治療をすると予後もよくなり
ます。早期にがんを見つけるには、がん検診を受けることが大切です。
　町では、新たに受診年齢になった対象者にがん検診を周知しています。また、子宮頸がん・乳がん検診では、
無料クーポン券を発行しています。ぜひこの機会に検診を受診しましょう。

がん検診無料クーポン券対象外の人も、定期的に検診を受けましょう！
　無料クーポン券の対象ではない場合も、低額の自己負担金で子宮頸がん・乳がん検診を受診できます。
受診希望の人は、町保健センターに連絡してください。

　　○乳がん検診　　　：　満 40 歳以上の町民（平成 28 年度に町の乳がん検診を受けていない人）

　　○子宮頸がん検診　：　満 20 歳以上の町民（平成 28 年度に町の子宮がん検診を受けていない人）

■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）　☎ 0747-52-9403

子宮頸がん検診 乳がん検診

検診無料
クーポン券対象者

20 歳の節目の人全員
（平成８年４月２日～平成９年４月１日）

40 歳の節目の人全員
（昭和 51 年４月２日～昭和 52 年４月１日）

検診内容

視診・内診・子宮頸部細胞診・問診

 子宮頸部細胞診は、子宮頸部の細胞をこす
りとり、異常な細胞がないか顕微鏡で見る
検査です。

マンモグラフィ検査・問診
（視触診検査を実施する医療機関もあり）

 マンモグラフィ検査は、乳房専用のレント
ゲン撮影による検査です。

検診の流れ

県内の実施医療機関で個別に受診

①受診する医療機関に電話などで予約
②町保健センターに電話等で個別検診の申請
③検診票を来所または郵送にて受け取り
④ 検診票・クーポン券・健康保険証を持参し、

医療機関で受診
⑤医療機関で結果を確認

県内の契約医療機関で個別に受診

①受診する医療機関に電話などで予約
② 町保健センターに電話等で個別検診の申請
③検診票を来所または郵送にて受け取り
④ 検診票・クーポン券・健康保険証を持参し、

医療機関で受診
⑤医療機関で結果を確認

※ 　済生会中和病院で受診される人は、ま
ず町保健センターに電話等で個別検診の
申請を行ってください。

※ 　無料クーポン券は昨年６月に送付しています。転入・紛失等でない人には再発行しますので、町保健センター
に連絡してください。

がん検診無料クーポン券の
使用期限は２月末までです！
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水 道 だ りよ

■問い合わせ先　町上下水道部　☎0747-52-0137

　毎年冬になると水道管の凍結による破損が起きています。
◦�普段使用していない蛇口や給湯器にはご注意ください。
◦�露出している水道管には保温材や凍結防止帯を巻きましょう。
◦�修理を業者に依頼するときは、町指定の給水装置工事事業者
へご連絡ください。

※　修理費用は個人の負担となります。

水道の凍結にご注意ください

「お家でのお子さまとの関わり方」「食事について」
「授乳」など、家庭での子育てについて相談がある場
合は、自宅に訪問します。気軽に利用してください。

　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を実施しています。
■ク ラ ス　〇赤ちゃんクラス（３か月～１歳３か月）　火曜日
　　　　　　〇ちびっこクラス（１歳３か月以上）　月曜日・水曜日
■活動時間　月・火・水曜日　午前10時～午前11時30分
■室内開放　月・火・水曜日　活動終了後～午後２時
　　　　　　木・金 曜 日　午前10時～午後２時
■あそびの森開放　月～金曜日　午前10時～午後２時
■場　　所　地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
■育児相談　�育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先　◦延明保育園　☎0747-52-0388
　　　　　　　　◦地域子育て支援センター　☎0747-53-0377

月曜日 火曜日 水曜日
５日　　サークルOB対象（要予約） ６日　　２クラス合同 ７日　　ちびっこクラス
ちびっこランド同窓会
パン作りをしてみんなで食べます♪
時　間：午前10時～午後２時
参加費：800円
持ち物：エプロン・三角巾・タオル
※　以前サークルに通っていた人限定

ワイワイタイム
「気になる！子どもにかかるお金の話」
ファイナンシャルプランナーにお越し
いただき、子どもを育てるうえで避け
ては通れないお金に関するお話をして
いただきます！

親子クッキング
「親子で一緒におにぎり作り」
持ち物：�エプロン・三角巾・おしぼり・

飲み物・ボウル・のりカット用
のはさみなどお持ちのもの（あ
る人）

12日　　振替休日 1�日　　２クラス合同 14日　　ちびっこクラス

絵本案内人�けいさんのおはなし会
わらべうたやパネルシアター、親子遊
びなど楽しいおはなしの会です！

うんどうあそび
体操の先生が来てくれるうんどうあそ
びです。いっぱい体を動かして遊びま
しょう！1�日　　プレママっこ（妊婦対象）

助産師や先輩ママとの交流など
1�日　　ちびっこクラス 20日　　ベビーマッサージ（要予約） 21日　　ちびっこクラス

サーキットあそび
トンネル、トランポリン、すべり台、
平均台、鉄棒…いろいろな器具を使っ
てあそびましょう♪

●助産師が指導する教室です。
対　象：生後３か月～１歳３か月
参加費：300円、２回目以降200円
持ち物：バスタオル１枚・タオル２枚・
　　　��オムツなどその他必要なもの

親子体操
親子で一緒にふれあいながら、楽しく
体を動かしましょう♪

26日　　ちびっこクラス 2�日　　赤ちゃんクラス 2�日　　ちびっこクラス

制作「ひな飾り」
持ち物：ペン・はさみ・のり

　　　　　制作「ひな飾り」
　　　　　持ち物：ペン・はさみ・のり

ママのヨガ
ママインストラクターによるヨガレッ
スン♪動きやすい服装で来てください。
参加費：200円
持ち物：�ヨガマットまたはバスタオル・

飲み物

☆２月のスケジュール

お休みのお知らせ
２月15日（木）はお休みです。

～12月のクリスマス会～

1�



　寒い日には、温かいお風呂や温泉が最高ですね。厚く積もっ
た雪景色を眺めながら入る露天風呂の、空気の冷たさと温泉の
温もりは、癒しのひとときを与えてくれます。今月は、寒さが
吹きとび体も心もぽかぽかになる本を紹介します。

　おふろやさんの入り口で靴を
脱いだら、お父さん全部脱ぎだ
した。ボタン押してチケット
買ったら、おじさん出てきた。
のれんをくぐったら、腰みのつ
けてた。頭洗って顔を上げたら、
みんながアフロ…。そんなとき、
「なんでやねん !」とつっこめば、
笑いで心もぽっかぽか！笑いが
満載のユーモア絵本。

　２月 16日（金）から 28日（水）まで、図書館特別整
理のため臨時休館します。
　臨時休館の前に、２月 15 日（木）まで図書を１人
10冊、４週間まで貸し出します。

図書館休館に伴う倍貸し

「おふろでなんでやねん」
文／鈴木 翼　絵／あおき ひろえ　世界文化社

　初恋の女性と結婚し、仕事で
成功を収め、思い描いていた理
想の生活をようやく手にした重
田光彦。温泉旅行の前日に妻か
ら離婚を切り出され、離婚の話
を先延ばしにしたまま行った熱
海の温泉宿で、自分が幸せと思
い過ごしてきた日常の裏側にず
っとあった妻の本当の気持ちを
知ることになる。都会に生きる
男女の憂鬱や倦

け ん た い か ん

怠感を、「温泉に
宿泊する男女」というテーマで
描く、５組の男女の物語。

「初恋温泉」
著／吉田 修一　集英社

　日本は、温泉大国です。温泉
は地球の恵みとして地下から湧
き出し、湯治、療養、観光など、
私たちの生活を豊かにしてくれ
る身近な存在です。この本では、
そんな温泉の成分や効能などを
はじめ、有名温泉郷の地質・成
分的特徴などを科学的に分かり
やすく、おもしろく解説してい
ます。

「温泉の科学」
著／西川 有司　日刊工業新聞社

　図書館で利用の終えた図書および保存期間を経過
したために除籍した雑誌、利用者のみなさんからお
寄せいただいた古本を無料で持ち帰っていただく、
リサイクルブックフェアを開催します。
※　図書、雑誌がなくなり次第終了します。
■日　時　２月 24日（土）
　　　　　午後１時～午後３時 30分
■場　所　町文化会館　ひだまりホール

～古本を募集しています～
　フェアに提供していただける古本を募集します。
不要になった本を図書館へお持ちください。
※�　本の状態や内容によっては受付できない場合が
あります。残った本は、フェア終了後、１週間以
内に必ず引き取りに来てください。

■持ち込み期限　２月 15日（木）まで
■持ち込み冊数　１件につき50冊まで（要申し込み）
■図 書 の 種 類　一般書・文庫本・児童書・絵本
　　　　　　　　※　漫画・雑誌は受付できません。
■申し込み・問い合わせ先
　町立図書館　☎ 0747-54-2120

リサイクルブックフェア（古本・雑誌市）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 1 2 3

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日

２月のカレンダー

おはなし会のご案内

２月・３月のおはなし会
●こどものためのおはなし会
　２月10日（土）　午後２時30分～
　３月10日（土）　午後２時30分～
　３月18日（日）　午後３時～
●大人のための朗読会　響
　３月25日（日）　午後２時～
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　今月は、所有格の使い方について学びましょう。誰々の何々、と言う
とき、英語では「's」（所有格）を使います。「of」を用いるのは基本的に
無生物の場合ですので、人間や動物などには「's」を使います。ただし、
時間や団体・施設等にも「's」を使う場合があるので注意が必要です。
○単数名詞の場合：名詞の後に「's」を追加　　（例）friend's
○複数名詞の場合：複数形の「s」の後に「'」を追加　　（例）parents'
○「s」で終わる名詞や名前の場合：「s」の後に「's」を追加　��（例）boss's

今月のレッスン
所有格の使い方
～ 's...（○○の…）

English LessonEnglish Lesson

Oh.�Is�it�okay�to�
accept�the�tickets?
あら。チケットもらっても
いいの？

Teresa

That's�true.�Something�came�up,�so�she�has�to�take�care�of�
her�parents'�store.�But�it's�okay!�Let's�invite�her�out�next�time!
そうね。事情があって、ご両親のお店を手伝わないといけないみたい。
でも大丈夫！今度は３人で遊ぼうよ！

Choua

I�see.�It's�a�shame�her�
plans�changed.
なるほど。お友だち、予定
が変わって残念だったね。

TeresaYes,�it's�fi�ne.�She�received�the�tickets�from�her�
boss's�wife�and�it'll�be�a�waste�not�to�use�them.
大丈夫だよ。友だちは、上司の奥様からチケットをもらっ
たみたいなんだけど、使わなかったら無駄になっちゃうし。

Choua

幼 稚 園！て み てきゆめのたね
いっぱい

　

■対　　象　就学前の乳幼児
■内　　容　幼稚園見学・季節に応じた遊び
■時　　間　午前 10時～午前 11時
■申し込み　�２日前までに各幼稚園へ電話、または

メールでお申し込みください。

■日　　時　２月 22日（木）　体験入園・入園説明会
■場　　所　町立大淀西部幼稚園（大淀町今木779-4)
■問い合わせ先　☎ 0745-67-1766
　　　　　　　　　�seibu-you@town.oyodo.lg.jp

■日　　時　２月13日（火）��おさがりもらっちゃおう会
■場　　所　町立大淀東部幼稚園（大淀町中増61-2）
■問い合わせ先　☎ 0746-32-0264
　　　　　　　　　�toubu-you@town.oyodo.lg.jp

幼稚園に親子で来て、同じくらいの年齢のお友
だちと遊んで、楽しい時間を過ごしましょう♪

２月分

町立大淀東部幼稚園

町立大淀西部幼稚園

毎週火曜日（３月 13日まで）　午後２時～午後３時
☆両園ともに、園庭開放も行っています☆

大馬﨑さんが野菜のお世話を
してくださっています！

♬ ♪
おおよどとうぶようちえん

幼稚園大好き
先生大好き　友だち大好き

大淀東部幼稚園は、地域のみなさんに各種行事への
ご協力をいただいています。その一例を紹介します。

みなさん、いつもありがとうございます。

カレーパーティーなどに
地域のみなさんをご招待♪

上尾さん、脱穀や焼き芋の
お手伝いありがとう☆

Choua Teresa,�do�you�want�to�go�and�watch�a�movie�with�
me�this�weekend?�My�friend's�plans�changed,�so�
she�has�two�tickets�she's�trying�to�give�away.
テレサ、今週末一緒に映画を見に行かない？友だちの予定が
変わっちゃって、チケットを２枚譲ってくれるみたいなの。
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要
介
護
状
態
に
あ
る
人
は
複
数
の

疾
患
を
治
療
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
服
用
す
る
薬
の
種
類
や
量
は
多

く
な
る
た
め
、
管
理
が
複
雑
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
薬
剤
師
の
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
薬
剤
の
種
類

や
管
理
方
法
等
、
各
自
に
適
し
た
自

宅
介
護
で
の
服
薬
支
援
方
法
を
考
え

ま
す
。

■
日
　
時

　
２
月
16
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
　
所

　
町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

　
２
階
集
会
室

■
内
　
容

　�

自
宅
介
護
に
お
け
る
服
薬
管
理
、

服
薬
支
援
方
法
を
考
え
る
。

■
対
象
者

◦�

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
あ
る
人

を
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
人

◦�

一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
援
護
者

◦
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

■
募
集
人
数
　
30
人
程
度

■
申
込
締
切
　
２
月
14
日（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
７
４
７-

53-

０
５
８
９

　
子
育
て
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
を

行
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
と
悩
ま
れ

て
い
る
人
に
対
し
、
五
條
・
吉
野
地

域
自
立
支
援
協
議
会
が
相
談
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
29
年
度�

五
條
・
吉
野
地
域
自
立
支

援
協
議
会�

療
育
・
教
育
支
援
部
会
主

催
の
第
３
回
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
　
時

　
２
月
20
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
　
所

　
吉
野
町
健
や
か
一
番
館

　
４
階
検
診
室

　

吉
野
町
丹
治
１
３
０-
１

■
対
　
象

　�

０
～
18
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
で
、
成
長
や
育
児
等
で
不
安

や
お
悩
み
を
お
持
ち
の
人（
お
子

さ
ん
と
ご
一
緒
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　�

五
條
・
吉
野
地
域

自
立
支
援
協
議

会
事
務
局

　�（
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ど
か
内
）

　
☎
０
７
４
７-

53-

２
１
５
３

家
族
介
護
者
教
室

　
土
地
や
建
物
を
相
続
し
て
も
、
亡

く
な
っ
た
人
の
名
義
に
し
て
お
く
と

後
日
困
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
奈
良
県
司
法
書
士
会
は
、
２
月

を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」と
定
め
、
相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
２
月
18
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

◦
橿
原
文
化
会
館
　
第
２
会
議
室

　

橿
原
市
北
八
木
町
３-

65-

５

◦
西
部
公
民
館��

第
１
・
第
２
研
修
室

　

奈
良
市
学
園
南
３-

１-

５

※
　
予
約
優
先
、
当
日
参
加
可

■
内
　
容

　�

相
続
登
記
、
そ
の
他
登
記
に
関
す

る
こ
と

■
相
談
料
　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
奈
良
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
４
２-
22-

６
６
７
７

　
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
持
っ
て

い
る
人
で
悩
み
を
お
持
ち
の
人
を

療
育
・
教
育
に
関
す
る

相
談
会

人
工
肛
門
・
人
工
膀ぼ

う
こ
う胱
の

人
へ
の
個
別
相
談
会

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」無
料
相
談
会

対
象
に
、
専
門
看
護
師
、
日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支
部
役
員
、
ス

ト
ー
マ
装
具
業
者
が
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

◦
２
月
20
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
正
午

　
奈
良
県
文
化
会
館
　
第
３
会
議
室

　

奈
良
市
登
大
路
町
６-

２

◦
２
月
24
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

　�

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-

11

■
料
　
金
　
無
料

■
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支
部

　
☎
０
７
４
２-

49-

１
８
３
９

　
奈
良
県
主
催
の
保
育
士
試
験
合
格

者（
就
業
前
）を
対
象
に
、
円
滑
に
保

育
所
等
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、指
導
計
画
の
作
成
や
製
作
・

手
遊
び
等
の
実
技
に
つ
い
て
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
奈
良
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
２
月
26
日（
月
）～
３
月
２
日（
金
）

　
各
日
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

　�

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-

11

■
定
　
員
　
50
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切
　
２
月
16
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

◦�

奈
良
県
保
育
協
議
会

　（
ふ
た
ば
保
育
園
）

　
☎
０
７
４
３-

59-

４
１
４
１

◦
奈
良
県
　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
７
４
２-

27-

８
６
０
４

　

�h
ttp

://w
w
w
.p
ref.n

a
ra
.

jp/45645.htm

　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

は
、
２
月
13
日（
火
）か
ら
、
事
務
室

を
移
転
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

■
移
転
後
新
所
在
地

　
〒
６
３
０-

８
３
０
１

　
奈
良
市
高
畑
町
５
５
２
番
地

　
奈
良
第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
階

■
電
話
番
号

　
☎
０
７
４
２-

23-

５
４
５
７

※
　
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
奈
良
地
方
法
務
局
　
総
務
課

　
☎
０
７
４
２-

23-

５
５
３
４

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
　
移
転
の
お
知
ら
せ

保
育
士
試
験
合
格
者
対
象

実
技
研
修
の
参
加
者
募
集

22



■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　３月２日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　下市町保健センター
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　２月16日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民保険課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　３月16日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501
■日時　４月16日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課　
　　　　　　　☎0746−32−3081

■日時　３月17日㈯
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室
　　　　　　　☎0747−52−5501

■日時　火〜金曜日
　　　　午前10時〜午後４時
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時

　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良 ☎050－3383－5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　
 ☎050－3383－0025

▲

児童相談

▲

消費生活相談

▲

教育相談（予約が必要です）

▲

住宅増改築相談

▲

無料法律相談（予約が必要です）

▲

無料交通事故相談
▲

心配ごと合同相談

▲
人権相談

○
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
）

　【
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
】

■
受
験
資
格

　�

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
女

※�

　
女
子
は
現
在
、
陸
上
自
衛
隊
枠

の
み
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
２
月
20
日（
火
）ま
で

■
試
験
日

　
２
月
24
日（
土
）

■
試
験
会
場

　�

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

■
試
験
内
容

　�

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
お
よ
び
身
体
検
査

○
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
）

■
受
験
資
格

　�

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男
女
で
、

自
衛
官
未
経
験
者

※�

　
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年

未
満
の
人
も
含
み
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
４
月
６
日（
金
）ま
で

■
試
験
日

　
４
月
14
日（
土
）～
18
日（
水
）

■
試
験
会
場

　�
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

■
試
験
内
容

　�

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
お
よ
び
身
体
検
査

○
予
備
自
衛
官
補（
技
能
公
募
）

■
受
験
資
格

　�

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
て
53
～
55
歳
未
満
の
男
女
で
、

自
衛
官
未
経
験
者

※�

　
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年

未
満
の
人
も
含
み
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
４
月
６
日（
金
）ま
で

■
試
験
日

　
４
月
14
日（
土
）～
18
日（
水
）

■
試
験
会
場

　�

受
付
時
に
案
内
し
ま
す
。

■
試
験
内
容

　�

適
性
検
査
、
口
述
試
験
、
小
論
文

お
よ
び
身
体
検
査

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　
五
條
地
域
事
務
所

　
☎
０
７
４
７-

22-

３
７
８
９

平
成
2�
年
度
自
衛
官
募
集

の
お
知
ら
せ

2�



広　告

広　告

広　告

編
集
・
発
行
　
大
淀
町
役
場
　
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場企画政策課まで。

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

れきの心と水と緑、はちたしくたわ ．１
いな町をつくります。

、び尊を権人にい互、はちたしくたわ ．１
共に生きるあたたかい町をつくります。

愛を土郷たれぐす、はちたしくたわ ．１
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

、みし親にツーポス、はちたしくたわ ．１
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

ど子、い敬を人老、はちたしくたわ ．１
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

　のうごき

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

平成29年12月31日現在

●人　口	 18,030人	（－12）
　　男	 8,609人	（＋ 1）
　　女	 9,421人	（－13）
●世帯数	 7,411	（－ 4）
				　（　）内は前月との比較

（北野）

パパとママからのコメント

元気いっぱい遊ぼうね♡

小
お が わ

川　優
ゆ あ

愛 ちゃん
（平成29年４月16日生まれ）
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